




























このように (Veblen 2005), たとえ ｢メディ
ア・ビオトープ｣ という概念が, 生態学の隠喩と
してのイメージから発想されるものだとしても,






｢メディア・ビオトープ｣ という概念は生態学の隠喩として発想される｡ 分子生物学の知見に基づけば, 一部
の不完全な情報からでも必要な情報をつくりだして生命を維持しようとするのが生物であるが, 生物体内の分子
レベルで起こるこのような動的平衡をつくりだすことが, メディア・ビオトープの基本的な構築条件だと思われ
る｡ これを社会単位で構想するとき, 日常と非日常のバランスモデルである聖―俗―遊の三項図式の中で ｢遊｣
概念が注目される｡
多様なメディア構成と情報から, ゆるやかな情報クラスターが生成され, 情報と人間とがアドホックに出会う
場こそがメディア・ビオトープの具体的な姿の一つだとすると, その要件は ｢潜在性｣ にあり, アブダクション
に至る以前の ｢共感｣ 段階にこそ, その本質がある, ということができる｡ これは一種のマッチング・システム
であるが, 重要なのは結果ではなく, むしろマッチしなかったときに自己塑性されるセカンド・オピニオンを得
るための, 冗長性を保持するしくみづくり, ということができるだろう｡











斉藤 1992)｡ それは, 暗黙知を形式知へ転換する,
という見方で捉えることもできる｡ この転換の構
造について, 茂木は ｢偶有性｣ という概念でわか
りやすく説明している (茂木 2005)｡ すなわち,
人間の脳は, 完全にはランダムに起きていない事
象を ｢整理して｣ 法則性を見出すことに興味を感












性｣ という概念も理解できる｡ すなわち, 単なる
｢非｣ 日常ではなく, 旅行先という非日常と日常と



































































｢棲み分け｣ をするという｡ これは, 進化の主体


































ち, あらかじめ特定できる (補できる) ような



























｢聖｣ と ｢俗｣ という対立する二つの要素で社会
を整理しようとする視点であろう｡ カイヨワは,
このうち ｢聖なるもの｣ に着目し, ｢日常性を侵
すもの｣ として, その概念の適用範囲を現代社会
にまで拡げた｡ すなわち, 現代社会においては
｢祭り｣ と ｢戦争｣ も聖なるものに位置づけられ













































































それから, 情報量に関しては, ｢相補性｣ を担
保する上でも, 飽和状態が望まれるだろう｡ また,
｢出会う｣ ことが想定される人間像の分析と情報




この ｢出会い｣ の結果生成されるものは, ｢集
合知｣ という概念で捉えるとわかりやすいと思わ
れるが, メディア・ビオトープという概念におい













で ｢あいまい検索｣ を実現させるために, まずは
｢多様なメディアによるアクセス・ルートを同時
並行的に確保する｣ 場が必要であろう｡





床に ｢行きたい｣ あるいは ｢帰りたい｣ としみじ
み思わせてくれるような場所こそ, 観光版 ｢メディ
ア・ビオトープ｣ と呼べるだろう｡ そのとき ｢ビ
オトープ｣ の ｢ビオ｣ が意味するのは, 文字通り,
その ｢土地の生命｣ と言ってもいい｡ ある意味で,
































図 1は靖国通り以北, 図 2は靖国通り以南の喫
茶店分布である (2006年 10月現在)｡
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